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審議会等の議事の要旨（要点）    

（基本情報） 

会議名称 令和 2 年度 第 3 回(10 月)柴崎学習館運営協議会会議録概要 

開催日時 令和 2 年 10 月 28 日（水曜日） 18 時分～20 時 

開催場所 柴崎学習館 作業室 

次第 1．確認・報告事項 

· 資料確認 

· 各委員からの近況報告など 

· 事務局からの報告 

2．協議事項 

(1) 第 5 期地域運営協議会報告について 

(2) 「すわっ祭」の今後について 

(3)その他 

配布資料 1．次第 

2.前年度すわっ祭の資料 

出席者 ［委員］末松、服部、田村、峯岸、奥田、池谷  

[欠席]鈴木、楢崎、堀内 

［事務局］高野、加藤（書記） 

公開及び非公開 公開 

傍聴者数 0 人 

会議結果 確認・報告事項・議題 

 

●各委員からの近況報告など 

●司会：田村さん 

池谷さん：変わりなく。コロナに気をつけながら。富士見町団地、フ

ードドライブ。広報に食品配布の記事掲載をしたら、結構な数の問い

合わせ在り。母子世帯多し。3 日分配布するも、実際には足りない様子。 

今後は、住宅事情が心配である。寄付してくれる企業も。個人も。 

※学習館から情報提供：幸学習館でフードバンク講座あり 11 月７日

土曜日午後 

 

奥田さん：考えている事を文章にしてみなさんに提起します。そのう

ち、デスカッションできれば。 

 

峯岸さん：文化協会で、カラオケは実行。コロナ対策について事前準

備したが、少しゴタつきました。バレエ、入場半数。ポスターのみの

募集。各地域の文化祭は、中止。錦は展示開催。 

 

服部さん：吹奏楽、11 月に開催。落語なども申し込み制。 



 

2 

 

管弦楽団は、工夫して開催。モーツァルト。弦楽だけ。可能な限り小

編成。 

 

事務局：予定されている講座は用紙の通り。 

施設について 一階給湯室 水漏れあり（前回の水漏れとは別原因で

ある）、修復済み。暖房は、未だ。11 月 9 日から。 

防災無線点検。床ワックスによる剥離は難。 

 

Q 学校との関係は？  

・今までも年間月間のスケジュール確認をしていたが、行事等の急な

変更があり、いくつも行違いがある。 

 

Q コロナが落ち着いたらでいいが、学習館の避難訓練は？ 

・3 月東日本震災企画の辺りに、やったらどうかと考えている。 

各サークルからの希望をのむか。 

利用者が参加するというのは、どうか。 

☞今後の検討事項 

 

Q コロナで対応を変更しなければならなくなったことは？ 

・間仕切り box を置く いまは、モノは無い。停電時のトイレ事情に

ついて、懸念。 

 

末松さん：避難訓練だけではなく、情報共有。紙でわかるようにして

おくとか。 

授業で東日本大震災がらみの話が出た。瞬時にできることは限られて

いる。情報が欲しい。コロナ時期には、このようになるよ、という風

な情報が共有できるといい。 

 

Q 現実的に生死に関わる 想定事項は？ 河川氾濫 

・富士見町 6 丁目～、柴崎 5 丁目～地域 

 

・何か情報があったら適宜、最新内容を知らせてください。 

 

（1）第 5 期事業報告 

楢崎さんに集めて、11 月まで 

（2）すわっ祭 実行委員会 

・現状、団体サークル活動は 2 分の 1 くらい。やっている所とやって

いない所が両極端。解散する団体が結構、いる。 
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・西砂学習館の実行委員会は、祭りについて保留。期日変更の提案が

出ているらしい。 

 

Q 立川市 行政としての姿勢は？ 

・他地域でも昼食禁止 の体育館が多いようだ。オープンの仕方によ

る。 

 

・時期の変更は物理的にどうなのか？ 5 月→ 

完全復活まで時間がかかるだろうから、日程を変えずに縮小開催。  

できる程度の規模で行う。 

オンラインも難しいだろう。 

 

・大学生活の変化から感じること☞今まで通りにはいかない前提で考

える。 

無くなってみてはじめてわかる学習の場。 

発表の場がないと寂しいのでは無いか 

 

・カラオケ 綿密に準備したが、当日だけのお手伝い にうまく意思

疎通できず。 

・歌っている人は多い 観客数制限 

 

・たまみらまつりは、物づくりまつりに変更。 

制限しながらの開催。プログラム分けで、ボランティア数も必要にな

った。すわっ祭もスタッフ数が必要では無いか。 

出演者がスタッフとしてやってもらえるといいが。 

 

・名簿提出 アイムはやっている。体温計 柴崎学習館は一個ある 

 

・動画 up 期間限定でネット配信して、感想を寄せてもらう。 

 

・いつまでに決定するか。やるかやらないか。 

・団体に意向調査してみよう。 

 

・縮小、どのようにするのかわからないが参加するかを聞く。従来の

やり方では無いという前提で。 

案をあげて選択してもらう。 

 

服部さん：ネット利用のサンプルをあげてみます。 

池谷さん：社教では、 YouTube でボランティアを依頼。立川市民の
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Youtuber さんたちが編集を積極的に手伝ってくれている。 

・若い世代との交流など。☞嬉しい 

 

・アンケート用紙を集計して、結果を各団体さんにも配り、誌面で交

流。 

・年配方の生きがい 

 

・アンケート叩き台を作成して、委員に回覧☞11 月の例会までに。 

・1 月回収。 

 

末松さん：こんな時期だからこそのいいこと。 

著名人が参加してくれることもある。ネット経由なら、可能。 

・ビデオ 1 分でも。山下洋輔さんなど。オリンピックアスリートにコ

メントもらうなど、も可能か？ 

 

田村さん：動画については、名画座祭実行委員会に力を貸してもらえ

るだろうか？☞声をかければ、協力してくれるでしょう。 

 

・その他、皆さんからアイディアがあれば提供を。 

 

（3）その他 

鈴木委員について：出られていないので、（出席してくださいという事

ではなく、コロナを防ぐことに徹していただいてよいのだが）会えて

いないので心配。気になる。近況聞いてみてください。 

 

※次回は、11 月 25 日水曜日 18 時～ 

担当 教育委員会 生涯学習推進センター 柴崎学習館 

電話 042-524-2773 

 


